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これまでの問題解決技法の研究成果として、問題解決技法の手順は、図lのようになってい
ることがわかっている。本研究の目的は、 生涯学習社会の実現のために、専門家だけではな
く、一般の人々が問題解決技法の手順を理解して、実際に活用できるようにすることである。
そのために、本研究の課題と しては、第2段階の問題の解決における、第l工程の課題
(What）の確定について、詳細な分析を試みた。
第1段階問題の発見
第l工程 目的（Why）の確定
第2工程対象範囲 （Where）の確定
第2段階問題の解決
第I工程課題（What）の確定
第2工程 解決策（How）の確定
第3段階 実行計画の策定
第l工程 期間（When）の策定
第2工程 体制（Who）の策定
第3工程費用対効果（Howmuch）の策定
図1 問題解決技法の手順
108 山本： 問題解決技法における課題の確定の研究
Il 本研究での研究成果
1 第1工程課題の確定
図2に、課題の確定の考え方を示した。対象機能の中に課題出力があり、この課題出力があ
るからこそ、入力から出力に変換する対象機能を遂行することができるのである。課題出力こ
そが対象機能を入力から出力に変換させるための一番大事な要素である。この課題出力を送り
出す元になっているのが課題入力である。課題の確定とは、対象機能に対して「何をする」の
かを決めることである。図3に、課題の確定の手順を示した。
入力 対象機能 出力
課題
課題入力
図2 課題の確定と考え方
1 課題出力の確定
2 課題入力の確定
3 課題の 確定
4 課題 の分類
図3 課題の確定の手順
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2 第1手順課題出力の確定
図3における課題の確定の手順では、最初に、課題出力を確定するとなっている。課題出力
の確定の例を、図4に示した。本当の目的は、「市民が健康を保持したり、芸術を楽しも うとし
たりするサークルを作って運営する」である。本当の目的の対象者は 「市民」になるので、こ
の対象機能は、「市民が、 生涯学習センターのサークルで学習する」となる。では、課題出力は
何になるであろうか。対象機能は、「市民が、生涯学習センターのサークルで学習する」である
が、市民はサークルで独習するのであろうか。それではサークルに入る意味がないであろう。
市民が学習するには、学習したいことを教えてくれる人が必要なのである。教えてくれる人は
サークル講師あるいはインストラクターと呼ばれるが、ここではサークル講師と呼ぶことにす
る。ということで、課題出力はサークル講師になることがわかった。
サークル
に入会し
た市民
市民が健康を保持したり、芸術を楽しもうとしたりする
サ クールを作って運営する
市民が生涯学習センター
のサークルで学習する。
サークル講師
図4 課題出力の確定の例
サークjレ
を終了し
た市民
そこで、図4の対象機能に課題出力の要素を追加した例を、図5に示した。新しい対象機能
は、「市民が、サークル講師の指導のもとに、生涯学習センターのサークルで学習する」とな
る。ただ対象機能の記述としては、図4に示したように対象機能の中に 「課題出力」を明記し
なくてもよいし、図5に示したように明記しでもよい。
サークlレ
に入会し
た市民
市民が、サークル講師の指導
のもとに、生涯学習センター
のサ クールで学習する。
サークル講師
図5 課題出力の確定の例
サークjレ
を終了し
た市民
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3 第2手順課題入力の確定
3. 1 課題入力の確定の順番
図3における課題の確定の手順では、2番目に、課題入力を確定するとなっている。課題入
力は、図6における課題の入口と考えてよい。この課題入力の確定をするためには、課題入力
の上方展開を行う。課題入力の上方展開では、 より拡大した範囲の入力を次々に考えていく。
そうすると、最後に、最高位の課題入力にまで到達する。 今度は逆に、下方に向かつて戻って
ゆく。最後に、本当の目的に合致している、「本当の課題入力」を確定する。 この入力の確定の
手順を、図7に示した。
入力 対象機能
課題
最高位の課題入力 課題入力3 課題入力2
本当の目的に合致しているか 本当の課題入力
図6 課題入力の上方展開
2. 1 課 題出 力の 確定
2 . 2 課題入力の 上方展開
2. 3 最高位の課題入力の追求
2. 4 本当の課題入力の確定
図7 課題入力の確定の手順
出力
課題入力 1
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3. 2 第1番目 課題出力の確認
図7に示した課題入力の確定の順番では、最初に、課題出力を確認するとなっている。この
例を、図8に示した。対象機能は、「学生が、大学で学習する」である。出力は 「卒業生」 であ
るので、学生は 「卒業に必要な単位」を取得しなければならないのである。「卒業に必要な単
位」が取得できなければ、 卒業生になることはできないのである。よって、課題出力は、「卒業
に必要な単位jになっているのであるが、ここではこの課題出力を確認するだけである。
新入生 学生が、大学で学習する。 卒業生
卒業に必要な単位
図8 課題出力の確認
もう 1つの例を、図9に示した。 市民が生涯学習センターのサークルで学習するためには、
「生涯学習センターで指導しているサークル講師」に学習を支援してもらわなければならない
のである。よって、課題出力は、「生涯学習センターで指導しているサークル講師」 になってい
るのであるが、ここではこの課題出力を確認するだけである。
サークノレ
に入会し
た市民
市民が、生涯学習センターの
サークルで学習する。
生涯学習センターで指導している
サークル講師
図9 課題出力の確認
サ クーlレ
を終了し
た市民
このように、謀題出力を確認する理由は、この課題出力が課題入力の上方展開の出発点にな
っているからである。この課題出力を課題入力の上方展開の出発点として次々に課題入力を追
及していき、最終的には、最高位の課題入力に到達するのである。
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3. 3 第2番目 課題入力の上方展開
図7に示した課題入力の確定の順番では、 2番目に、課題入力の上方展開をするとなってい
る。その例を、図10に示した。課題出力は、「生涯学習センターで指導しているサークル講師」
である。課題の課題入力は、「生涯学習センターに登録したサークル講師」である。
サークル
に入会し
た市民
市内のどこかに住ん
でいるサークル講師
候補者
市民が、生涯学習センターの
サークルで学習する。
サークjレ
を終了し
た市民
生涯学習センターで指導している
サークル講師
課題
生涯学習センターの
講師基準に該当した
サークル講師候補者
図10 課題入力の上方展開の例
生涯学習センターに
登録したサークル講
師
ここで、課題入力の上方展開について考えてみよ う。課題出力は、「生涯学習センターで指導
しているサークル講師」である。それでは、課題の課題入力は、どうして 「生涯学習センター
に登録したサークル講師」になるのであろうか。それは、「生涯学習センターに登録したサ クー
ル講師Jのうちから、開催されるサークルの 「生涯学習センターで指導しているサークル講
師」を決定しなければならないからである。次に、「生涯学習センターに登録したサークル講
師」を上方展開した課題入力がなぜ 「生涯学習センターの講師基準に該当したサークル講師候
補者」になるのであろうか。それは、生涯学習センター の講師基準に該当したサークル講師候
補者であっても、生涯学習センターと契約しなければ、「生涯学習センターに登録したサークル
講師」にはなれないからである。最後に、この課題入力を上方展開した課題入力がなぜ「市内
のどこかに住んで、いるサークル講師候補者」になるのであろうか。それは、市内のどこかに住
んでいるサークル講師候補者から講師基準に該当した講師候補者を選定するためである。
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3. 4 第3番目 最高位の課題入力の追求
図7に示した課題入力の確定の順番では、 3番目に、最高位の課題入力の追求をするとなっ
ている。その例を、図11に示した。課題出力は、「生涯学習センターで指導しているサークル講
師」である。課題の課題入力は、「生涯学習センターに登録したサークル講師」 になる。この課
題の課題入力を上方展開した課題入力 lは、「生涯学習センターの講師基準に該当したサークル
講師候補者」となる。更に、その課題入力lを上方展開した課題入力2は、「市内のどこかに住
んでいるサークル講師候補者」となる。課題入力2を上方展開した課題入力3は「近隣市町村
に住んでいるサークル講師候補者」、課題入力3を上方展開した課題入力4は「北海道に住ん
でいるサークル講師候補者jとなる。ここでは、この課題入力4を最高位の課題入力と した。
更に上位の課題入力としては、「日本に住んで、いるサークル講師候補者」が考えられる。しか
し、サークル講師を募集するのに日本全国を対象にすることは考えられないから、「北海道に住
んでいるサークル講師候補者」が最高位の課題入力になるのである。
サークル
に入会し
た市民
市内のどこかに住ん
でいるサークル講師
候補者
近隣市町村に住んで
いるサ クール講師候
補者
市民が、生涯学習センターの
サークルで学習する。
サークJレ
を終了し
た市民
生涯学習センターで指導している
サークル講師
課題
生涯学習センターの
講師基準に該当した
サークル講師候補者
北海道に住んでいる
サ クール講師候補者
生涯学習センターに
登録したサ）クル講
師
図1 最高位の課題入力追求の例
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3. 5 第4番目 本当の課題入力の確定
図7に示した課題入力の確定の順番では、最後に、本当の課題入力を確定するとなってい
る。本当の課題入力の確定についての例を、図12に示した。課題の課題入力は、「生涯学習セン
ターに登録したサークル講師jとなる。この諜題入力を上方展開した課題入力1は「生涯学習
センターの講師基準に該当したサークル講師候補者」となる。課題入力 lを上方展開した課題
入力2は、「市内のどこかに住んで、いるサークル講師候補者」となる。課題入力2を上方展開し
た課題入力3は 「近隣市町村に住んでいるサークル講師候補者」となる。課題入力3を上方展
開した課題入力4は 「北海道に住んでいるサークル講師候補者Jとなる。ここでは、この課題
入力4を最高位の課題入力とした。この最高位の課題入力から矢印が戻っている。矢印は、「市
内のどこかに住んでいるサークル講師候補者jで止まっている。ここを本当の課題入力として
確定した理由は、「市民の税金で設立して運営する生涯学習センターであるから、市内に住んで
いる市民の中からサークル講師を選定するべきである」としたからである。 これは、この計画
書を作成している市の職員の立場から考えられることなので、「近隣市町村に住んでいるサーク
ル講師候補者jとしてもよいのである。
サークル
に入会し
た市民
市内のどこかに住ん
でいるサ クール講師
候補者
近隣市町村に住んで
いるサークル講師候
補者
市民が、 生涯学習センターの
サークルで学習する。
サークlレ
を終了し
た市民
生涯学習センターで指導している
サークル講師
課題
生涯学習センター の
講師基準に該当した
サークル講師候補者
北海道に住んでいる
サークル講師候補者
生涯学習センターに
登録したサークル講
師
図12 本当の課題入力を確定した例
115 
図12で、本当の課題入力が確定した結果を、図13に示した。図13における、本当の課題入力
である「市内のどこかに住んでいるサークル講師候補者」を出発点と して、矢印を反転させ
る。次の、「生涯学習センターの講師基準に該当したサークル講師候補者」を特定の通過点にし
た後、矢印を反転させる。最後に、「生涯学習センターに登録したサークル講師Jを特定の通過
点にした後、矢印を反転させるのである。言い換えると、本当の課題入力である「市内のどこ
かに住んでいるサークル講師候補者」を探してきて「生涯学習センター の講師基準に該当した
サークル講師候補者」を選定するのである。次に、「生涯学習センターの講師基準に該当したサ
ークル講師候補者」と条件面で話し合いをした後、契約をして「生涯学習センターに登録した
サークル講師」になってもらうのである。最後に、 「生涯学習センターに登録したサークル講
師」がサークルで「生涯学習センターで指導しているサークル講師Jとして活動してもらうの
である。「サークルに入会した市民」は、「生涯学習センターで指導しているサークル講師」 に
支援をしてもらって学習をすることにより、学習目標を達成しようと努力した後「サークルを
終了した市民」になることができるのである。図13を見ると、これらのことが全体として理解
できてくるのではないだろうか。図13をよく見ると、「市内のどこかに住んで、いるサークル講師
候補者」が幾多の難関を乗り越えて「生涯学習センターで指導しているサークル講師jとして
活動しているのがわかるのではないだろうか。このよ うに、課題入力を確定することによ り、
対象機能の中に課題出力を送り出すことができるよ うになるのである。
サークyレ
に入会し
た市民
市内のどこかに住ん
でいるサークル講師
候補者
市民が、生涯学習センターの
サークルで学習する。
サークjレ
を終了し
た市民
生涯学習センターで指導している
サークル講師
課題
生涯学習センターの
講師基準に該当した
サークル講師候補者
生涯学習センターに
登録したサークル講
師
図13 本当の課題入力が確定した結果
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4 第3手順課題の確定
図3における課題の確定の手順では、3番目に、課題を確定するとなっている。図13の本当
の課題入力が確定した結果を、図14に示した。
サークル
に入会し
た市民
市内のどこかに住ん
でいるサークル講師
候補者
市民が、生涯学習センターの
サークルで学習する。
サークlレ
を終了し
た市民
生涯学習センターで指導している
サークル講師
課題
生涯学習センターの
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サ クール講師候補者
生涯学習センターに
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師
図14 本当の課題入力が確定した結果
この図14を整理して、課題入力と課題入力との聞に新たな課題を追加すると、図15のよう
になる。
市内のどこかに住ん
でいるサークル講師
候補者
市内の講師候
補者から講師
基準に該当す
る講師候補者
を選定する。
生涯学習センターの
講師基準に該当した
サークル講師候補者
講師基準に該
当した講師候
補者を、生涯
学習センター
に登録する。
図15 課題を追加した結果
生涯学習センターに
登録したサークル講
師
センターに登
録した講師
が、生涯学習
センターで指
導する。
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図15に示した課題を追加した結果から課題を確定した結果を、図16に示した。このように、
課題が追加されたということは、課題が確定したということなのである。
サークル 市民が、生涯学習センターの サークル
に入会し を終了し
た市民
サークルで学習する。
た市民
生涯学習センターで指導して
いるサークル講師
センターに登
録した講師が
生涯学習セン
ターで指導す
る。
／／ 
生涯学習センターに登録した
サークル講師
講師基準に＼該
当した講師候
補者を、生涯
学習センター
に登録する／。／ 
生涯学習センターの講師基準に
該当したサークル講師候補者
／市内の講師＼候
補者から講師
基準に該当す
る講師候補者
を選定する。
市内のどこかに住んで、いる講師候補者
図16 課題を確定した結果
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5 第4手順課題の分割
図3における課題の確定の手順では、最後に、課題を分割するとなっている。課題の分割の
方法を、図17に示した。特定の通過点により課題が分割されていることが示されている。課題
を分割するためには特定の通過点を見つけることである。特定の通過点とは、課題が課題入力
から課題出力に向かう時に必ず通過する箇所のことである。
特定の通過点． 
図17 課題の分割
課題の中にある特定の通過点の発見について、詳しく見てみよう。図16の課題を確定した結
果の一部を抜き出して、図18に示した。ここで、 特定の通過点が発見できないかどうかを調べ
てみることにする。特定の通過点としては、「生涯学習センターと契約したサークル講師」が考
えられる。「生涯学習センターの講師基準に該当したサークル講師候補者」が、生涯学習センタ
ーと契約することにより「生涯学習センターと契約したサークル講師Jになり、「生涯学習セン
ターと契約したサークル講師Jを、生涯学習センターに登録することにより 「生涯学習センタ
ーに登録したサークル講師」になるのである。このように、特定の通過点とは、課題入力が課
題出力に変換していく状態の一部である。
講師基準に該
当した講師候
補者を、生涯
学習センター
に登録する。
図18 課題の分割の例
生涯学習センターに登録した
サークル講師
生涯学習センターの講師基準に
該当したサークル講師候補者
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図18について、特定の通過点を 「生涯学習センターと契約したサークル講師」にした課題の
分割の例を、図19に示した。特定の通過点を 「生涯学習センターと契約したサークル講師」に
して、 課題の「講師基準に該当した講師候補者を、生涯学習センターに登録する」を分割する
と、課題は、「センターで選抜した講師候補者が、 生涯学習センターと契約する」 と 「センター
と契約した講師を、生涯学習センターに登録するJになる。「生涯学習センターの講師基準に該
当したサークル講師候補者」が、生涯学習センターと契約することによ り 「生涯学習センター
と契約したサークル講師」になり、「生涯学習センターと契約したサークル講師」を、生涯学習
センターに登録することにより 「生涯学習センターに登録したサークル講師」になるのであ
る。このように、特定の通過点は課題入力から課題出力に向かつて変換していく状態を考えれ
ばよいのである。
センターと契約
した講師を、生
涯学習センター
に登録する。
センターで選抜し
た講師候補者が、
生涯学習センター
と契約する。
図19 課題の分割の例
生涯学習センターに登録した
サークル講師
生涯学習センターと契約した
サークル講師
生涯学習センターの講師基準に
該当したサークル講師候補者
「センターで選抜した講師候補者が、生涯学習センターと契約する」課題を遂行した後、「セ
ンターと契約した講師を、生涯学習センターに登録する」課題を遂行すると、確かに 「講師基
準に該当した講師候補者を、生涯学習センターに登録する」ことができるので、この課題の分
割の石在iカすできたことになる。
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6 実際の課題の確定
実際の課題の確定は、 課題の確定が単独で行われるのではない。第l段階の問題の発見から
引き続いて、第2段階の第l工程として課題の確定が行われるのである。そこで、図20に、実
際の課題出力と謀題入力の確定方法を示した。対象機能Iに対して、最初に課題出力 Iを確定
する。次に、課題Iの課題入力I Iを確定した後、課題入力の上方展開をする。最高位の課
題入力 I-5が確定した後、課題出力Iに向かつて戻っていく。矢印が課題入力I-3で止ま
っているが、この課題入力 I-3が本当の課題入力となる。同様に、課題出力E、課題入力E
を確定した後、次に課題出力皿、課題入力Eを確定して、最後に、課題出力N、課題入力Nを
確定する。
本当の
入力
本当の目的
対象機能
図20 課題出力と諜題入力の確定方法
本当の
出力
課題出力
課題
課題入力l
課題入力2
課題入力3
課題入力4
最高位の
課題入力
121 
図20の課題入力の確定に対して、課題の確定を行った結果を、図21に示した。実際には、 課
題入力の確定の結果、自動的に課題が確定する場合が多いであろう。その理由は、課題入力の
確定で、課題入力の上方展開がl固という場合は少なく、 3回以上の上方展開で最高位の課題
入力に到達する場合が多いことが考えられるからである。しかし、可能性としては、課題入力
の上方展開が1固ということも考えられる。 図21について説明すると、対象機能Iに対して、
本当の課題入力Iを取り込んだ後、課題は、I-1、I-2、I-3の順に遂行されて、最終
的に課題出力Iが送り出されることになる。対象機能のE、皿、Wに対しでも同様である。こ
の図21を眺めることによって、問題解決の手順としての全体的な流れがよ り理解できてきたの
ではないだろうか。
本当の
入力
I -2 
本当の目的
対象機能
図21 課題の確定方法
本当の
出力
課題出力
課題入力3
課題出力2
課題入力2
課題出力 1
本当の
課題入力
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E 考 察
本研究の目的は、生涯学習社会の実現のために、専門家だけではなく、一般の人々が問題解
決技法の手順を理解して、実際に活用できるようにすることである。そのために、本研究の課
題としては、第2段階の問題の解決における、第 l工程の課題 （What）の確定について、詳
細な分析を試みた。前述したょ っに、この目的と課題については達成できた。 この第1工程の
課題 （What）の確定の詳細な分析を通して見ると、問題を解決するための l番目の工程であ
る課題の確定とは、対象機能を支援している課題出力を確定した後、課題入力側の機能を確定
することであることがわかった。課題を確定する場合、ただ、単に、課題出力を送り出してい
る課題を確定するだけでは、本当の課題の確定にはならない。次に、その課題の課題入力の発
散と収束を行って、本当の課題入力を見っけなければならないのである。これが、 課題入力側
の課題の確定になるということがわかった。明確になった課題を分割するには、 課題の中にあ
る特定の通過点を発見することが必要であり、その発見した特定の通過点によって課題を分割
して2つの課題にすることができることがわかった。
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